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第５号様式（第７条関係） 

会議録 

会 議 の 名 称 令和６年度 清須市文化財保護審議会 

開 催 日 時 
令和７年３月１４日（金） 

午前１０時～午前１１時３０分 

開 催 場 所 清須市清洲市民センター２階 ２０１集会室 

議 題 

１．あいさつ 

２．議題 

⑴ 令和６年度事業報告について 

⑵ 清須市生涯学習推進計画（第２期）について 

⑶ 令和７年度事業計画について 

⑷ 埋蔵文化財の情報発信について 

⑸ その他 

会 議 資 料 

・会議次第 

・資料１ 令和６年度事業報告について 

・資料２ 清須市生涯学習推進計画（第２期） 

・資料３ 令和７年度事業計画について 

・資料４ 埋蔵文化財の情報発信について 

・参考資料 清須市文化財関係等一覧表 

公開・非公開の別 

(非公開の場合はその理由) 
公開 

傍 聴 人 の 数 

(公開した場合) 
０人 

出 席 委 員 
小出委員長、高木副委員長、加藤委員、丹羽委員、

水野委員、田中委員、梅本委員、赤塚委員 
欠 席 委 員 ０人 

出 席 者 （ 市 ） 天埜教育長、石黒教育部長 

事 務 局 

（教育部生涯学習課） 

大沼生涯学習課長、柴垣課長補佐、葛西文化振興係

長、髙木主事、前田歴史文化振興員、武馬歴史文化

振興員 

会 議 の 経 過 

１．あいさつ 

教育長あいさつ 

小出委員長あいさつ 
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２．議題《意見の要旨》 

⑴ 令和６年度事業報告について 

事務局より、別紙資料１に基づき文化財保護に関する令和６年度の事業報告

について説明。 

（小出委員長） 

今年度は、愛知県内の山車の保存団体の総会が清須市で行われたということ

ですが、西枇杷島町山車保存会として、保存団体の取組みや思いについて、

お話いただけますか。 

（髙木副委員長） 

   私は西枇杷島地区のいわゆる「本通り」に生まれ育ち、生活の中に山車があ

とからくりとお囃子があった。特に文化財とは意識せず、これらは、自分の

一部として、当たり前に保存や修理を行ってきた。また、町内の子どもたち

にお囃子やからくりを教えていて、お囃子を教えることを通じて祭の「楽し

さ」を伝えている。祭りが楽しいと祭りが好きになり、祭りが好きになると

山車やお祭りをするようになり、そして、その町やそこの人々を大切にする

ようになる。 

   お囃子を学び、達成感を得て満足した子どもたちは、やがて祭りの運営を担

う「大人の役目」を果たすようになり、次世代の子どもたちにお囃子と祭り

の楽しさを伝えるようになる。また、サタデイキッズ「山車にふれよう」で

は、市内の子どもたちに山車やからくりに触れたり、お囃子を体験してもら

ったりしていて、その中で祭りの一員になる子もおり、伝統を紡いでくれて

いる。身近に文化財や文化があって、よい体験が重なると、その文化財への

思い入れとなって「大切にしよう」という気持ちが生まれると思っている。

私のこうした思いが、祭りの未来に繋がると信じて子どもたちと祭りを続け

ていきたいと思っている。 

 

 ⑵ 清須市生涯学習推進計画（第2 期）について 

事務局より、別紙資料２に基づき清須市生涯学習推進計画について、説明を 

行った。 

（小出委員長） 

   丹羽委員、社会教育委員長として、生涯学習推進計画の策定に携わられたと

思います。そこでの思い等をお話しいただけますか。 

（丹羽委員） 

先ほど事務局から説明があったように、社会教育委員会でこの計画の進捗状

況を管理するとあるので、市民の皆様にとってよりよい生涯学習事業となる
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よう、文化財保護の分野も含めて取り組んでいけたらと思う。 

 

⑶ 令和７年度事業計画につい 

事務局より、別紙資料３に基づき文化財保護に関する令和６年度の事業計画

について説明を行った。 

  

   質疑等特になし 

  

 ⑷ 埋蔵文化財に関する情報発信について 

（梅本委員） 

   資料１の埋蔵文化財の届出件数から相当数の埋蔵文化財包蔵地の有無に関

する問い合わせがあるのではないか。周知も大切だが、回答の方法を他の市

町村を参考にして改善を行う必要があると考える。 

 

 ⑸ その他 

（水野委員） 

   資料１の⑶ 寄贈文化財関係資料の受け入れの№１の物件について、新川地

区の資料とのことだが、『新川町史』の編さんでは把握していなかったと思

うが、こちらは初出の資料でよいか。詳細等お聞かせ願いたい。 

（事務局） 

   古文書講座の受講をきっかけに寄贈に至った。戊辰戦争の従軍に関する大変

貴重な資料であるが、新川町史編さん時には把握されていなかった。歴史資

料展示室での展示等で活用していく。 

（田中委員） 

   「サタデイキッズ山車にふれよう」は今年度開催を見送るということだが、

尾張西枇杷島まつりの開催が例年と異なるため開催が難しいということか。 

（事務局） 

   尾張西枇杷島まつりは今年度、例年より一週間開催日が早く、金曜日の花火

の開催や１０年ぶりの５輌揃えの開催など地元も多忙である為、負担を考慮

し開催を見送っています。 

閉会 

会 議 の 結 果 審議に関する事項はなし 

問 い 合 わ せ 先 教育部生涯学習課 

０５２－４００－２９１１（清須市役所南館1階） 

 


